
質
問
一

厚
生
労
働
省
に
対
す
る
保
育

の
直
接
契
約
補
助
方
式
の
導
入
や
最
低

基
準
の
廃
止
、
引
き
下
げ
の
要
望
に
つ

い
て
。

二

市
立
保
育
所
を
現
行
制
度
の
ま
ま

堅
持
し
、
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

三

待
機
児
の
解
消
に
つ
い
て
。

四

安
心
子
ど
も
基
金
の
実
施
計
画
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

厚
生
労
働
省
の
諮

問
機
関
で
あ
る
社
会
保
障
審
議
会
の
少

子
化
対
策
部
会
で
議
論
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
の
国
の
動
向
を
見
守
る
。

二

公
立
保
育
所
を
含
め
た
こ
れ
か
ら

の
保
育
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

三

平
成
１５
年
度
か
ら
４
年
間
で
認
可

保
育
所
を
５
か
所
新
設
。
企
業
の
協
力

に
よ
る
企
業
内
保
育
室
の
地
域
へ
の
開

放
も
行
わ
れ
た
。

来
年
度
は
、
鶴
ヶ
島
保
育
所
の
定
員

を
２０
人
増
や
す
と
と
も
に
、
２２
年
度
開

設
予
定
の
認
可
保
育
所
の
建
設
支
援
を

行
う
。
更
に
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
導

入
な
ど
幼
稚
園
と
の
連
携
に
努
め
る
。

四

今
年
度
中
に
県
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
国
が
策
定
す
る
基
金
運
営

要
領
で
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保
険

制
度
へ
の
見
直
し
に
つ
い
て

二

高
倉
と
圏
央
鶴
ヶ
島
イ
ン
タ
ー
を

み

ど

り

含
む
水
土
里
の
交
流
圏
構
想
に
つ
い
て

質
問
一

後
期
高
齢
者
医
療
の
中
間
報

告
と
今
後
の
収
支
予
想
は
。

二

国
民
健
康
保
険
の
３
年
か
ら
５
年

後
の
状
況
と
収
支
予
想
の
対
応
は
。

三

介
護
保
険
の
５
年
後
の
状
況
と
収

支
予
想
の
対
応
は
。

四

生
活
保
護
、
高
齢
者
・
障
害
者
福

祉
に
要
す
る
経
費
、
各
種
保
険
に
繰
り

出
す
経
費
の
３
年
、
５
年
後
の
状
況
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

制
度
の
創
設
年
度

で
あ
り
市
の
把
握
数
値
で
は
、
平
均
被

保
険
者
数
は
３
７
６
３
人
と
推
計
。
医

療
費
の
保
険
者
負
担
見
込
額
は
約
２７
億

円
、
一
人
当
た
り
約
７２
万
円
で
あ
る
。

賄
う
財
源
は
保
険
料
が
１
割
で
１
人
当

た
り
平
均
７
・
６
万
円
。
４
割
が
各
種

保
険
か
ら
の
支
出
、
５
割
が
公
費
。
高

齢
化
の
進
行
で
保
険
料
も
上
が
る
見
込

み
。

二

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数
見

込
み
は
３
年
後
約
１
０
０
０
人
、
５
年

後
約
１
６
０
０
人
増
で
、
医
療
給
付
費

は
３
年
後
約
５
億
円
、
５
年
後
約
１０
億

円
増
。
収
支
の
適
正
化
に
努
め
る
。

三

５
年
後
要
介
護
認
定
者
数
は
約
２

４
０
０
人
、
給
付
費
は
約
３５
億
円
。
国

に
適
切
な
財
政
措
置
を
要
望
す
る
。

四

生
活
保
護
費
は
３
年
後
に
約
７
億

円
で
２０
㌫
増
、
５
年
後
は
３０
㌫
増
。
高

齢
者
福
祉
に
要
す
る
経
費
は
３
年
後
に

１
㌫
、
５
年
後
に
４
㌫
増
。
障
害
者
福

祉
に
要
す
る
経
費
は
３
年
後
に
２０
㌫
、

５
年
後
に
３０
㌫
増
。
各
種
保
険
を
含
む

民
生
費
は
大
幅
に
伸
び
る
。
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